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水稲に対する薬剤（VitaⅡlinおよびEDB剤）

施用効果について

武田昭七・高橋周寿・山崎慎一

（宮城県農試古川分場）

I，Vitamin B．施用について

1．ま　え　が　き

Vitamin Blが水稲の発芽，生育，稔実等におよぼす

影響についてはいくつかの報告がある。筆者らは1964年

に典型的な早冷，長雨がみられたので，冷害周期にあた

る1965年にも摂似経過があるものと想定し，水苗代育苗

の苗を使用して生育の遅延を図り，生育，収量におよは

す影響を知ろうとした。

2．試　験　方　法

1．供託剤：VitaminBlの塩酸塩　3種

2．処理の種煩および時期

仙　移植前日苗代茎葉散布　6月9日

12I　移植前24時間根部浸漬　6月9日

以上はいずれも50，100ppm液を使用

（3I　幼穂形成期　7月31日
141穂．学　期　8月14日
（5I　豊　熟　期　9月11日闇り5セの割香で噴霧器より散布

れも100ppm液をα

3．耕種梗概：ササニシキを5月1日水苗代に播種，

6月10日移植，本田α当りN・P・K各成分650g。

3．試　験　結　果

1．生育について

田植時の感触では根部浸演が各剤とも業色濃く，茎葉

が硬化した。生育は第1表のように草丈は板部浸潰，茎

数は苗代散布がやや劣った。薬剤ではTHB－11がよい9

発根力は苗代散布で差はないが板部浸演は枚数少なく択

長も劣った。

2．成熟期調査と収量について

初期散布の場合梓長の差は少ないが穂数は茎数時とこ

となり，THB－12以外は根部浸渡が劣った。総長は根

部浸漬が短かい。

後期散布は梓長への影響は少ないが幼穂形成期，穂学

期ともTHB－11の穂長は短かい。また出穂30日後の生

英数は処理の影響が認められた。収量は第1図のように

苗代散布は牧童比低く，批・屑米が多いため減収した。

根部浸溝も同様であるが，批，屑米少なく，前者より多

収となった。次に後期散布は幼穂形成期と穂早期が籾壱

比高く登熟期は低く粒の肥大はみられなかった。第3表

はTHB－10を油保折苗に散布したものであるが前述同

様粒の肥大は認められなかった。

甘．殺線虫剤EDB施用について

1．ま　え　が　き

第1表　生育および発根力調査
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第2表　成熟期の生育および生業数詞査

第3表　粒厚別分布状況
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第1回　収量及び千粒書について

水稲に対して各種殺線虫剤を使用した場合，線虫の防

除と併せて生育調整剤的作用も期待できるといういくつ

かの報告がある。筆者らは1965年殺線虫剤EDBを粘土

塾グライ土壌に使用した場合，水稲の生育がどうなるの

かを知ろうとして．品種および施肥星との組合で実施し

たものである。

2．試　験　方　法

1．供託剤：1．2ジプロムユタソ30％

2．処理法：4月15日共立式手動土壌消毒器で30亡郡×

30e花千鳥，深さ10cm，α当り3．3g注入，5月6日ガス

抜きをかねて耕起

3．品種：ササニシキ（穂数型），東北85号（穂重型）

いずれも油保折育苗。

4．卿巴条件：第4表のとおりで追肥は8月17日（出

穂期），P・Kは全量基肥とした0

5．移植期：5月28日，30亡乃×15m3本植

3．試　験　方　法

1．生育について

EDB剤の臭気は田植時まで残っていたが活着に影響

はなかった。初期生育は第5表のとおりで草丈はほとんど

第4表　施肥条件（アール当り成分g）

第5表　生　育　調　査

区 名

用
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第6表　成熟期の生育および線虫調査
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第2国　収量および千粒重について

差がない。茎数は6月後半から差がみられ施用区が優り

特にササニシキがはっきりしている。

2．成熟期および線虫について

第6表のとおり梓長は草丈同様差がない。穂数は茎数

の変化に応じて施用区が多くササニシキで判然とした。

東北85号は初期生育同様差がなかった。次に線虫は生

坂5g当り48時間ベールマソ法を用いた。7月31日には

施用区が無処理の30～50％と減少したが刈取時にはその

差が少なくなった。

3．収量について

第2回のようにササニシキはEDB剤施用がいずれも

籾藁比高く多収を示したが東北85号については判然とし

なかった。

む　　す　　ぴ

Vitamin Blについては，田植直前の背を根部浸潰し

た場合発根力が著るしく抑制されたがその後の生育には

差がみられなくなった。また後期散布した場合について

も生育状況には判然としたものがみられない。収量につ

いては散布期，薬剤別に若干の便向がみられた。すなわ

ち散布期は幼穂形成期から穂率期とし，板の機能と炭水

化物代謝を促すのがよいと考えられる。薬剤については

THB－10，12がやや多収を示した。

次に殺線虫剤EDBについてみると，線虫の防除は7

月の調査で約半減しているが刈取後の調査で殆んと差が

なくなっている。一方新潟で生根5g当り数千匹の線虫

を検出しているにもかかわらず¢当り55毎位の収量を得

ている例からみてもイネネモクリセソチュウの害作用に

疑間が残る。また，生育調整剤的見地からみると，初期，

後期生育ともに穂数塾品種ササニシキについて判然とし

た差があり多収を示した。以上から今後は施肥の量と方

法，経済性を加味してその他調整物質との組合せ等が必

要と考えられる。
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